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受賞理由 

 「鉄骨ブレース耐震補強工法の開発」 

 

  学校や病院などの鉄筋コンクリート造建築物の耐震補強工事に用いられる鉄骨ブ

レース耐震補強工法において、従来工法では、鉄骨を既存建物に固定するためのアン

カーを既存の柱と梁の全周に打ち込む際の騒音、振動、粉塵など、工事施工時の建物

利用者への配慮から、施工時期を制約されることがあった。当社は、耐震補強工事の

施工業者として、これらの問題を低減すべく宇部興産株式会社および山口大学と協力

し新たな耐震補強工法の開発に着手した。 

  当社は、施工現場における手順の見直しや新たな耐震補強工法の導入における問題

点を研究し、宇部興産株式会社の河本氏は、構築物と鉄骨ブレースの接合部分に充填

するモルタルの開発とディテールを検討し、山口大学の稲井教授は、耐震補強効果の

実証実験を監修した。 

  これらの研究開発の結果、鉄筋コンクリート造建築物への耐震補強工事において、

アンカーの打ち込み本数を従来工法の約１／３に削減するとともに、従来工法で必要

とされるスパイラル筋と鉄骨枠のスタッドボルトが不要となった。また、建物の形状

に合わせた豊富なバリエーションでの対応が可能で、従来工法と比較して１５～３

０％のコスト削減と約１０日間の工期短縮を実現するとともに、従来工法と同様の手

法で設計施工が可能な新しい耐震補強工法を完成させた。さらに、開発した耐震補強

工法に「デザインフィット工法」という名称を付け、宇部興産株式会社と共同で特許

取得や商標登録をするとともに、当社及び宇部興産株式会社が中心となり「デザイン

フィット工法協会」を設立し、協会員に対し技術供与を行うことにより、開発した耐

震補強工法の普及と低迷する土木建築工事の需要喚起に努めている。 

  今後は、耐震補強工事の適用範囲の拡大を目指すとともに、県内外の公共施設の耐

震化率向上に寄与することが期待される。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 


